
GC/MS-NCI

「化学物質環境実態調査の手引き（平成17年3月）」準拠

ﾍｷｻﾝ10mL×2回

誘導体化

窒素ｶﾞｽ気流下
1mLまで

PFBOA
(6,000mg/L水溶液) 1mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌﾙｵﾗﾝﾃﾝ-d10 50μg

【食事】

「平成15年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

1mLまで

濃縮

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ｱｾﾄﾝ-d6 100ng

IC-SP-M

食事試料 脱脂

ﾍｷｻﾝ10mL

濃縮

 ﾒﾀﾉｰﾙ 10mL
 蒸留水20mL
 ﾒﾀﾉｰﾙ 10mL

溶媒抽出

湿重量 5ｇ

溶媒抽出

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ5mL0.1L/分×24時間(144L)
CNET-A+ｵｿﾞﾝｽｸﾗﾊﾞｰ

LC/MS-SIM-
ESI-ポジティブ

イオン交換

室内空気 固相捕集

[1]アクロレイン 【室内空気】

溶出

5. 暴露量調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

分析原理：LC/MS-SIM-
　　　　ESI-ポジティブ

検出下限値：

 【室内空気】（ng/m3）

　 [1] 0.73

分析条件：
 機器

  LC：Agilent 1100
  MS：Applied
  　　 Biosystems
 　　  API2000
 カラム

  Cadenza CD-C18
  2.0mm×100mm, 3μm

分析原理：GC/MS-NCI

検出下限値：
 【食事】（ng/g-wet）
　 [1] 0.090

分析条件：
 機器

  GC：TRACE GC 2000
  MS：Polaris Q
 カラム

  SGE BPX35
  30mm×0.25mm, 0.25μm
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物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

GC/MS-SIM

窒素ｶﾞｽ気流下
約1mLまで

溶出

500mL
水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ 1g添加

[2]アニリン 【水質】

水質試料 遠心分離

3,000回転で5分間
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加

ｱﾆﾘﾝ-d5  500ng

[3]直鎖アルキルベンゼン

   スルホン酸類(LAS)
 [3-1] LAS-C10

 [3-2] LAS-C11

 [3-3] LAS-C12

 [3-4] LAS-C13

 [3-5] LAS-C14

内標準添加
SDS-d25 250ng

脱脂 濃縮・調製

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

脱水濃縮

固相抽出

酢酸ﾒﾁﾙ4mLSep-Pak plus PS2
15mL/分

ｼﾘﾝｼﾞで10mL通気

脱水

分析原理：GC/MS-SIM

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [2] 40

分析条件：
 機器

  GC：QP-2010
  MS：QP-2010
 カラム

  DB-5ms
  30m×0.25mm, 0.25μm

分析原理：LC/MS/MS

検出下限値：
 【食事】（ng/g-wet）
　 [3-1] 0.031
　 [3-2] 0.047
　 [3-3] 0.066
　 [3-4] 0.065
　 [3-5] 0.014

分析条件：
 機器

  LC：LC20Avp
  MS：TSQ-7000L
 カラム

  Inertsil C8-3
  100mm×2.1mm, 5μm,
   40℃

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル」、

「昭和57年度化学物質分析法開発調査報告書」及び

LC/MS/MS

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/水(7:3)1mL

湿重量10g

ﾍｷｻﾝ20mL
ﾍｷｻﾝ層は破棄

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾅﾌﾀﾚﾝ-d8 500ng

固相抽出

ﾒﾀﾉｰﾙ20mL
10分間×2回

【食事】

食事試料 ホモジナイズ 超音波抽出

「平成元年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

固相：GCPｶｰﾄﾘｯｼﾞ
洗浄：ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ/ﾒﾀﾉｰﾙ等

「化学物質環境実態調査の手引き（平成17年3月）」準拠

定容濃縮・凝固

窒素ｶﾞｽ気流下

 ﾒﾀﾉｰﾙ5mLまで

精製水15mL添加
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物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

分析原理：GC/MS-SIM

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [4] 3.0

分析条件：
 機器

  GC：HP6890A
  MS：HP5973
 カラム

  DB-624
  30m×0.25mm, 1.4μm

[4]1,2-ジブロモ-3-クロ

   ロプロパン
【水質】

[5]2-(2H -1,2,3-ベンゾトリ

   アゾール-2-イル)-4,6-
   ジ-tert -ブチルフェノー

   ル
[6]2,4-ジ-tert-ブチル-6-(5-
   クロロ-2H -1,2,3-ベンゾ

   トリアゾール-2-イル)
   フェノール

0.6N塩酸でpH2
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 6g添加

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

水質試料

脱水

【水質】

溶媒抽出pH調整

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
30mL/10分間×2回

分析原理：LC/MS/MS
      　　　 SRM-APCI-
　　　　　ポジティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [5] 0.080
　 [6] 0.093

分析条件：
 機器

  LC：Agilent 1100
  MS：Applied
　　　Biosystems
　　　API3000
 カラム

  Inertsil Ph-3
  150mm×2.1mm, 5μm,
  40℃

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
2mL

濃縮 転溶・濃縮

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル」、

「昭和57年度化学物質分析法開発調査報告書」及び

200mL

ﾒﾀﾉｰﾙに転溶
窒素ｶﾞｽ気流下

0.2mL

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ-d4 2ng

「平成元年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

「平成元年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

15mL
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 4.5g添加

四ﾌｯ化ｴﾁﾚﾝ樹脂ﾌｨﾙﾑｼﾘｺｰ
ﾝｺﾞﾑ栓とｱﾙﾐｼｰﾙで密栓

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル」、

LC/MS/MS-SRM-
APCI-ポジティブ

混和

「昭和57年度化学物質分析法開発調査報告書」及び

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
4-ﾌﾞﾛﾓﾌﾙｵﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 0.1ng

GC/MS-SIM

水質試料
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物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

[7]2,4,5-トリクロロフェ

   ノキシ酢酸（2,4,5-T）
【水質】

pH調整水質試料

200mL

窒素ｶﾞｽ気流下
1mLまで

分析原理：LC/MS/MS-
                   SRM-ESI-
                    ネガティブ

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [7] 0.38

分析条件：
 機器

  LC：Agilent 1100
  MS：Applied
　　　Biosystems
　　　API3000
 カラム

  L-column ODS
  50mm×2.1mm, 5μm,
  40℃

ｼﾘﾝｼﾞで通気

1.2N塩酸2mL

「昭和57年度化学物質分析法開発調査報告書」及び

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル」、

濃縮

カラム洗浄

ﾒﾀﾉｰﾙ3mL

固相抽出

溶出

脱水

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加

2,4,5-T-13C6 5ng

LC/MS/MS-SRM-ESI-ネガティブ

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA-d16  10ng

「平成元年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

Sep-Pak PS2ｶｰﾄﾘｯｼﾞ
流速 10mL/分

ﾒﾀﾉｰﾙ/水(5:95) 20mL
 10mL/分
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物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

10分間

溶媒抽出分取

[8]ニトロフェン （NIP
   又は2,4-ジクロロ-1-(4-
   ニトロフェノキシ)-ベ
   ンゼン）

遠心分離

3,000回転で10分間

脱水

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

分析原理：GC/MS-SIM

検出下限値：
 【底質】（ng/g-dry）
　 [8] 4.1

分析条件：
 機器

  GC：QP-2010
  MS：QP-2010
 カラム

  DB-5MS
  30m×0.25mm, 0.25μm

ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑ
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ

窒素ｶﾞｽ気流下
約2mLまで

窒素ｶﾞｽ気流下
約1mLまで

Sep-Pak Plus
ﾌﾛﾘｼﾞﾙ

5%塩化ﾅﾄﾘｳﾑ溶液 400mL
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ50mL、10分間

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ100mL、10分間

「平成元年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル」、

濃縮

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
p -ﾀｰﾌｪﾆﾙ-d14 100ng

分析原理：LC/MS-SRM-
                   ESI-ネガティブ

検出下限値：

 【室内空気】（ng/m3）

　 [9] 0.06

分析条件：
 機器

   LC：Agilent 1100
   MS：Applied
　　  Biosystems
　　  API2000
 カラム

  Unison UK-Phenyl
  100mm×2.0mm, 3μm,
  35℃

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 8mL

「平成5年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

溶出固相捕集

濃縮

室内空気

AutoprepPS@Gas
1L/分×24時間

上澄みのｱｾﾄﾝ層分取

LC/MS-SRM-
ESI-ネガティブ

転溶・濃縮

この一連の操作は2回繰り返す

振とう抽出

ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(20:80)
10mL

窒素ｶﾞｽ気流下
2mLまで

濃縮

窒素ｶﾞｽ気流下
ﾍｷｻﾝ2mLまで

「昭和57年度化学物質分析法開発調査報告書」及び

GC/MS-SIM転溶・濃縮 濃縮

[9]4-ニトロ-3-メチル

   フェノール
【室内空気】

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
4-ﾆﾄﾛﾌｪﾉｰﾙ-d4 40ng

1mLまで

溶出

ｶｰﾄﾘｯｼﾞｶﾗﾑ ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(50:50)
10mL

ﾍｷｻﾝ 10mL

湿重量20g ｱｾﾄﾝ25mL、10分間

【底質】

超音波抽出底質試料

活性炭ｶﾗﾑ
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
ﾍｷｻﾝ2mLまで

カラム洗浄 溶出
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物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル」、

「昭和57年度化学物質分析法開発調査報告書」及び

分析原理：GC/MS-SIM

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [10] 5.0
 　[11] 2.0

分析条件：
 機器

  GC：QP-2010
  MS：QP-2010
 カラム

  DB-5MS
  30m×0.25mm, 0.25μm

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル」、

脱水 濃縮

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

脱水

水質試料

ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ吸引
10分間

【水質】

カラム洗浄

分析原理：GC/MS-SIM

検出下限値：
 【底質】（ng/g-dry）
　 [10] 0.43
　 [11] 2.6

分析条件：
 機器

  GC：QP-2010
  MS：QP-2010
 カラム

  DB-5MS
  30m×0.25mm, 0.25μm

脱水

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
2mL

遠心分離

【底質】

10分間

GC/MS-SIM

窒素ｶﾞｽ気流下
ﾍｷｻﾝ1mLまで

活性炭ｶﾗﾑ
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ

ｶｰﾄﾘｯｼﾞｶﾗﾑ 窒素ｶﾞｽ気流下
約2mLまで

転溶・濃縮

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10及び

ｸﾘｾﾝ-d12各100ng

ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(50:50)10mL

濃縮溶出

窒素ｶﾞｽ気流下
1mLまで

窒素ｶﾞｽ気流下
1mLまで

精製水 10mL

ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(20:80)
10mL

窒素ｶﾞｽ気流下
1mLまで

溶出 濃縮

Sep-Pak PS2ｶｰﾄﾘｯｼﾞ
流速 10mL/分

[10]ビンクロゾリン（N -
    3,5-ジクロロフェニル

    -5-メチル-5-ビニル-
    1,3-オキサゾリジン-
    2,4-ジオン）

[11]メトキシクロル

ﾍｷｻﾝ

ﾍｷｻﾝ10mL

湿重量20g

「昭和57年度化学物質分析法開発調査報告書」及び

振とう抽出

ｱｾﾄﾝ25mL、10分間

5%塩化ﾅﾄﾘｳﾑ溶液 400mL
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ50mL、10分間

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ100mL、10分間

超音波抽出

上澄みのｱｾﾄﾝ層分取

固相抽出

転溶

500mL

濃縮カラム洗浄 溶出

Sep-Pak Plusﾌﾛﾘｼﾞﾙ

3,000回転で10分間

GC/MS-SIM

ヘキサン転溶
・濃縮

「平成元年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

分取

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10及び

ｸﾘｾﾝ-d12各100ng

ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑ
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ

底質試料

この一連の操作は2回繰り返す

溶媒抽出

「平成元年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ(20:80)
10mL
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物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

5%食塩水

ﾍｷｻﾝ50mL

ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑ
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ

分配

脱水・濃縮

振とう抽出

分析原理：GC/MS-SIM

検出下限値：
 【生物】（ng/g-wet）
　 [10] 3.3
　 [11] 1.8

分析条件：
 機器

  GC：6890N
  MS：5973N inert
 カラム

  HP-5MS
  30m×0.25mm, 0.25μm

精製水100mL

水洗浄

濃縮

精製水50mL×2回

【生物】

ホモジナイズ 遠心分離

ｱｾﾄﾝ10mL、ﾍｷｻﾝ20mL

生物試料

洗浄： ﾍｷｻﾝ及び

　　　　ｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ(5:95) 10mL
溶出：ｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ(15:85) 100mL

GC/MS-SIM

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル」、

「昭和57年度化学物質分析法開発調査報告書」及び

「平成元年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10及び

p- ﾀｰﾌｪﾆﾙ-d14 各100ng

窒素ｶﾞｽ気流下
1mLまで

3,000回転で10分間

水洗浄

湿重量10ｇ

ﾍｷｻﾝ飽和ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ溶
液50mL

[10]ビンクロゾリン（N -
    3,5-ジクロロフェニル

    -5-メチル-5-ビニル-
    1,3-オキサゾリジン-
    2,4-ジオン）

[11]メトキシクロル

×2回
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物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ-d14 50ng

【生物】

遠心分離

水質試料 抽出

「平成12年11月 要調査項目等調査マニュアル」準拠

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル」及び

濃縮 送付

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

「平成3年度 有害化学物質分析法指針」、

 ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加

ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ-d4､ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10及びﾌﾙｵﾗﾝﾃﾝ-d10各50ng

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
0.5mLまで

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ飽和ﾍｷｻﾝ

30mL×2回

5% 塩化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液

100mL
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ30mL×2回

濃縮

抽出

ｱﾙﾐﾅｶﾗﾑ
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
5mLまで

窒素ｶﾞｽ気流下

5mLまで

ホモジナイズ

洗浄 濃縮

[12]2-クロロ-2',6'-ジエチ

    ル-N -(2-プロポキシエ

    チル)アセトアニリド

   （プレチラクロール）

[13]1,3-ジチオラン-2-イリ

    デンマロン酸ジイソプ

    ロピル（イソプロチオ

    ラン）

[14]ジチオりん酸O,O-ジ
    エチル-S-(2-エチルチ

    オエチル) （エチルチ

    オメトン又はジスルホ

    トン）

[15]ジチオりん酸S-(2,3-
    ジヒドロ-5-メトキシ-
    2-オキソ-1,3,4-チア

    ジアゾール-3-イル)
    メチルO,O-ジメチル

   （メチダチオン又は

    DMTP）

[20]α,α,α-トリフルオロ-
    2,6-ジニトロ-N,N-ジプ

    ロピル-p-トルイジン

    （トリフルラリン）

分析原理：GC/MS-SIM

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [12] 3.5
 　[13] 6.2
 　[14] 30
 　[15] 15
 　[20] 2.8

分析条件：
 機器

  GC：GC-2010
  MS：GCMS-QP2010
 カラム

  DB-5MS
  30m×0.25mm, 0.25μm

3%含水ｱﾙﾐﾅ 10g
溶出：ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル」及び

「平成12年11月 要調査項目等調査マニュアル」準拠

「平成3年度 有害化学物質分析法指針」、

「平成4年度 有害化学物質分析法指針」、

脱水

0.2mL

                           ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加

ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ-d4､ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ-d14､ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10及びﾌﾙｵﾗﾝﾃﾝ-d10各20ng

地方公共団
体が実施

1L

分取 GC/MS-SIM

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
100mL×2回

分析原理：GC/MS-SIM

検出下限値：
 【生物】（ng/g-wet）
　 [12] 1.1
 　[13] 1.0
 　[14] 1.0
 　[15] 1.2
 　[20] 0.58

分析条件：
 機器

  GC：GC-2010
  MS：GCMS-QP2010
 カラム

  DB-5MS
  30m×0.25mm, 0.25μm

濃縮脱水

「平成4年度 有害化学物質分析法指針」、

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ30mL

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
10mLまで

湿重量10ｇ

GC/MS-SIM

生物試料

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

【水質】
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物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

「平成5年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
4-ﾌﾞﾛﾓﾌﾙｵﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ250ng

地方公共団
体が実施

分取 GC/MS-SIM

　　　

「平成4年度 有害化学物質分析法指針」及び

1mL

濃縮 送付

窒素ｶﾞｽ気流下

5mLまで

分析原理：GC/MS-SIM

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [19] 30
 
 
分析条件：
 機器

  GC：HP 6890 Series
            GC System
  MS：MAT95XL
 カラム

  DB-5.625
  30m×0.25mm, 0.5μm

[19]トリクロロニトロメ

    タン（クロロピクリ

    ン）

【水質】

水質試料 抽出 脱水

1L ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
100mL×2回

1L

地方公共団
体が実施

窒素ｶﾞｽ気流下

5mLまで

濃縮

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
100mL×2回

水質試料 抽出

送付

0.2mL

　　　

「平成4年度 有害化学物質分析法指針」及び

[16]チオりん酸O,O -ジエ

    チル-O -(5-フェニル-
     3-イソオキサゾリル)
    （イソキサチオン）

[17]チオりん酸O,O-ジメ

    チル-O-(3-メチル-4-
    メチルチオフェニル)
    (フェンチオン又は

    MPP）

[18]チオりん酸S-ベンジ

    ル-O,O-ジイソプロピル

   （イプロベンホス又は

    IBP）

GC/MS-SIM分取

                       ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加

           ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ-d4､ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ-d14､ﾌｪﾅﾝﾄﾚﾝ-d10及びﾌﾙｵﾗﾝﾃﾝ-d10各20ng

脱水

分析原理：GC/MS-SIM

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [16] 22
     [17] 10
　 [18] 12
 
分析条件：
 機器

  GC：GC-2010
  MS：GCMS-QP2010
 カラム

  DB-5MS
  30m×0.25mm, 0.25μm

「平成5年度化学物質分析法開発調査報告書」準拠

【水質】
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物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

洗浄 濃縮

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ飽和ﾍｷｻﾝ

30mL×2回
ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ

10mLまで

HPLC

[21]N -メチルカルバミン

    酸1-ナフチル（カル

    バリル又はNAC）

1mL

【水質】

水質試料

分析原理：HPLC-RF
検出下限値：
 【生物】（ng/g-wet）
　 [21] 1.3
 
分析条件：
 機器

  LC：LC-10A
 カラム

  Inertsil ODS-2
  150mm×4.6mm, 50℃

【生物】

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル」準拠

ホモジナイズ生物試料

湿重量10ｇ

遠心分離

ｱﾙﾐﾅｶﾗﾑ
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ

濃縮 HPLC-RF

分析原理：HPLC-RF

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [21] 14
　
分析条件：
 機器

  LC：LC-10A
 カラム

  Inertsil ODS-2
  150mm×4.6mm, 50℃

濃縮乾固

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ｱﾙﾃﾞｨｶｰﾌﾞｽﾙﾎｷｼﾄﾞ250ng

蛍光検出
定性・定量

o -フタルアルデヒド

加水分解
ﾎﾟｽﾄｶﾗﾑ
誘導体化

抽出 脱水

「外因性内分泌攪乱化学物質調査暫定マニュアル」準拠

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
0.5mLまで

3%含水ｱﾙﾐﾅ 10g
溶出：ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ

100mL ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ｱﾙﾃﾞｨｶｰﾌﾞｽﾙﾎｷｼﾄﾞ250ng

濃縮

5% 塩化ﾅﾄﾘｳﾑ

水溶液 100mL
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 30mL×2回

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
5mLまで

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 30mL
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ-d14 50ng

窒素ｶﾞｽ気流下
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